
 

「心と心をつなぐもの」 

校長 大川 優 

今日も、子どもたちの元気な「おはようございます」の声が響いています。この声を聞くと、明るい気

持ちになり、元気が出てきます。 

3 年前に着任して以来、毎朝夕、できる限り（出張等で不在時を除き）正門近くに挨拶に立っています。

今も心がけているのは、「おはようございます」「さようなら」「また明日」を単なる言葉として伝えるだ

けでなく、子どもたちの表情や様子に合わせて「想い」を込めることです。今は、元気も一緒に届けられ

るように努めています。 

最近は、挨拶以外に、自分の「想い」を伝えてくれる子が増えています。下校時に、うれしかったこと

や勉強してできるようになったこと、時には困っていること等を話してくれます。その度に、その子と心

がつながっていることが実感でき、とてもうれしいです。 

子どもたちが大人に、悩みや素直な気持ちを伝えてくれるのは、「この人なら聞いてくれる。受け止め

てくれる。」と感じているからであり、相談されるということは信頼されている証でもあります。 

私は、人生で一番大切なのは、「信頼」だと考えています。自分が関わる人、大切な人から、自分のこ

とを信じて頼りにしてもらえるかということです。「挨拶」だけで「信頼」が得られるわけではありませ

んが、小さくはない一歩だと信じ、継続しています。 

本校では、毎月の生活目標を「挨拶」に関係することに特化しています。年間を通して、「挨拶」にか

かる内容を継続して指導することで、その効果を最大限に引き出したいからです。子どもたち同士におい

ても挨拶の輪がさらに広がり、元気な挨拶の声が響き合い、信頼し合える仲間とともに安心して学校生活

を送ることができる「がおか」を、教職員が一丸となって実現してまいります。ご家庭でも、「おはよう」

「いってらっしゃい」「ただいま」「おかえりなさい」「ありがとう」などの挨拶を温かく交わす機会を大

切にしていただけたら有難く思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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「～全ては、子どもたちの笑顔のために！～」 

町田市立小山ヶ丘小学校 

校長 大川 優 
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〇令和７年度 学校運営協議会 
 ・田中 亜矢子 委員長 ・嶋﨑 昌久  委員 
 ・中田 奈緒子 委員  ・谷岡 悦子  委員 
 ・大芝 知恵子 委員  ・竹内 よし子 委員 
・牧野 大志  委員 

 
〇地域学校協働本部 
・川妻 祥子 VC           ・大瀧 文音 VC 
・大芝 知恵子VC             ・向井 俊哉 副校長 
・佐藤 遥  教諭    

学校運営協議会は、学校運営に地域の声を
積極的に生かし、地域と一体となって特色あ
る学校づくりを進めていく役割を担います。 
地域学校協働本部は、学校と地域がパート

ナーの関係を結ぶために設置されています。
VC（ボランティアコーディネーター）は学校
と地域のボランティアをつなぐ役割を果た
します。 

先日は年度当初の学校公開（授業参観）、保護者会に多くの保護者の皆様にご来校いただき、誠にありがとう
ございました。 
新たな学級で、初めて一緒になる友達や、初めて会った担任との学校生活がスタートし、慣れない環境の中で、

少なからず不安を感じているお子様が、1 年生以外にもいるのではないかと思っています。学校や子どもたちの
ことで気になることがありましたら、遠慮されることなく、担任や副校長・校長へご相談ください。よろしくお
願いいたします。 


